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㈲愛知県埋蔵文化財センター創立10周年記念事業

埋蔵文化財展『朝日遺跡への招待』

主 催 愛知県教育委員会 ・愛知県清洲貝殻 山貝塚資料館 ・㈲愛知県埋蔵文化財センター

(愛知県清洲貝殻山貝塚資料館開館20周年記念)

会 場 愛知県清洲貝殻 山貝塚資料館

会 期 平成 7 年 10月 3 日 (火 ) ～11月30 日 (木)

(毎週月曜 日を除 く51 日間)

アーマ 『朝 日遺跡への招待』

内 容

展示品

愛知県名古屋市西区 ・西春 日井郡清洲町 ・新川町 ・春 日町にまたが る東海地方最大の弥生集

落朝 日遺跡の約20年 に及ぶ調査成果の紹介 と 「弥生都市」としての評価

柵列 ・逆茂木の復元模型

I 貝殻山か ら朝 日遺跡へ 遠賀川式土器、大地式土器、石鏃、調査史年表等

II都市 と巨大墳墓 集落変遷図、 自然環境復元 ジオラマ等

III他地域 との交流 他地域系土器、 ヒスイ ・下呂石の原石等

Ⅳ食料生産 木製農耕具、石器、骨角器、動植物遺存体等

Ⅴ手工業生産 玉作 り関連遺物、金属器生産関連遺物等

Ⅵ察 嗣 鋼鐸、鳥形木製品 ・土製品、絵画土器等

Ⅶ戦 争 石鏃、石剣、彩色楯等

展示遺物約500点 パネル約100点

入場者 307 5人

備 考 入場者に展示解説パンフレット (A 4 版 16頁) を配布
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講座『対談朝日遺跡を考える』

会 場 愛知県埋蔵文化財調査センター

(第 6 回のみ愛知県清洲貝殻 山貝塚資料館 ・朝 日遺跡発掘調査現場)

開催 日 平成 7 年 8 月～10月 (隔週土曜 日、全 6 回)

内 容 埋蔵文化財センター調査研究員による対談方式の朝 日遺跡の解説、高校生以上の参加者約50

人を公募 した

第 1 回 (8 月19 日) 「縄文的世界 と弥生的世界 ～現代 日本文化から探 る～」

永井宏幸 ・小澤一弘 (高橋信 明)

第 2 回 (9 月 2 日) 「食生活を復元する ～稲作 ・家畜など～」

鬼頭 剛 ・樋上 昇 (伊藤大任彦)

第 3 回 (9 月16 日) 「ムラを囲うこと ～弥生時代 と戦国時代～」

石黒立入 ・鈴木正貴 (蟹江吉弘)

第 4 回 (9 月30 日) 「弥生時代の地域の特色 ～尾張 と三河～」

池本正明 ・蔭山誠一 (北村和宏)

第 5 回 (10月 7 日) 「朝 日遺跡のその後 ～弥生時代か ら古墳時代～」

宮腰健司 ・原田 幹 (小川芳範)

第 6 回 (10月21 日) 「見学 ～愛知県清洲貝殻 山貝塚資料館 と朝 日遺跡発掘調査現場～」

原田 幹 ・宮腰健司 (福岡晃彦)

* ( ) は司会進行担 当者

参加者 第 1 回54人、第 2 回52人、第 3 回50人、第 4 回50人、第 5 回51人、第 6 回47人

備 考 各回ごとに解説資料を配布

愛知県埋蔵文化財センター 年報 1996.3



発掘体験教室『親子の考古学教室』

開催 日 A コース 平成 7 年 10 月14 ・15 日 (土 ・日)、 12月 9 日 (土)

B コース 平成 7 年 10 月28 ・29 日 (土 ・日)、 12月 9 日 (土)

会 場 朝 日遺跡発掘調査現場 ・調査事務所、愛知県清洲貝殻 山貝塚資料館

内 容 小学校 5 ・6 年生の児童 とその保護者 を対象に、朝 日遺跡での体験発掘、土器製作、石器製

作、野焼 きな どの体験教室

日 程 10月14 日 ・28 日 ( 1 日目)

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館

埋蔵文化財展 『朝 日遺跡への招待』展示解説

朝 日遺跡発掘調査現場

体験発掘 (遺構 の検 出 ・古墳周溝の掘削)

10月1 5日 ・29 日 ( 2 日目)

朝 日遺跡発掘調査事務所

土器製作 (野焼 き用粘土による土器の製作)

石器製作 (黒曜石 ・サヌカイ トを用いた石器の製作)

12月 9 日 ( 3 日目)

朝 日遺跡発掘調査現場

火おこし

野焼 き (2 日目に製作 した土器の野焼 き)

参加者 A コース21組42人、 B コース19組38人
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シンポジウム『朝日遺跡を科学する』

主 催 愛知県教育委員会 ・㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター

会 場 愛知県婦人文化会館

プ ログラム 記念講演 「朝 日遺跡 と濃尾平野」

井関弘太郎 (名古屋大学名誉教授)

基調報告 「朝 日遺跡の紹介」

石黒立入 (㈲愛知県埋蔵文化財センター調査研究員)

「自然科学総論 昆虫及び珪藻が語る古環境」

森 勇一 (愛知県立明和高等学校教諭)

「花粉化石 による古環境の復元」

吉野道彦 (名城大学助教授)

「朝 日遺跡の家畜」

西本豊弘 (国立歴史民俗博物館助教授)

「土器 ・石器の交流」

堀木真美子 (㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター調査研究員)

永草康次 (元㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター調査研究補助員)

総合討論 「朝 日遺跡 をイメージする ～科学分析が明かす朝 日遺跡の風景～」

パネラー :西本豊弘 ・吉野遺彦 ・森 勇一 ・赤塚次郎 (㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター主任)

・石黒立入 ・宮腰健司(㈲愛知県埋蔵文化財センター調査研究員) ・服部俊之 (同)

・永草康次 ・堀木真美子

参加者 27 0人

備 考 当 日、資料集 「朝 日遺跡 を科学す る」(A 4 版4 2頁 )、埋蔵文化財展解説パ ンフレット「朝 日

遺跡への招待」を参加者に配布
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発掘調査技術等研修会(Ⅰ)

10月19 日 (木) 10月20 日 (金)

開講式
文化財保護の精神

愛知県埋蔵文化財調査センター

所長 明壁正毅補助金制度と

その活用

愛知県教育委員会文化財課

主 査 赤羽一郎 朝 日遺跡発掘調査の

実際

㈲愛知県埋蔵文化財センター

課長補佐兼主査 福岡晃彦出土品の収蔵 と

法的手続 きについて

愛知県教育委員会文化財課

教育主事 磯谷和明 自然科学分析の実際

〈分析用サンプル採取の実地〉

㈲愛知県埋蔵文化財センター

調査研究員 服部俊之 ・鬼頭 剛埋蔵文化財調査の

実際

㈲愛知県埋蔵文化財センター

調査課長 中川真文 愛知県清洲貝殻山貝

塚資料館見学

㈲愛知県埋蔵文化財センター

調査研究員 原田 幹遺物整理の実際

くセ ンター案内〉

㈲愛知県埋蔵文化財センター

課長補佐兼主査 高橋信明 開講式

発掘調査技術等研修会(Ⅱ)

11月14 日 (火) 11月15 日 (金)

開講式
弥生時代の集落

福岡大学 人文学部

助教授 武末純一
朝 日遺跡について

㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター

調査研究員 石黒立入 朝 日遺跡調査現場見

学 (案内)

㈲愛知県埋蔵文化財センター

課長補佐兼主査 福岡晃彦青森県三内丸山遺跡

について

青森県教育委員会三内丸山遺跡

対策室総括主査 岡田康博 貝殻山貝塚資料館見学

「朝 日遺跡への招待」

㈲愛知県埋蔵文化財セ ンター

調査研究員 原田 幹
縄文時代の食生活

名古屋大学文学部

教 授 渡辺 誠 開講式

現地説明会

遺跡名 開催日 所在地 内 容 参加者

西上免遺跡 6月18日 尾西市
古墳時代初頭の墳丘墓および前方後方墳の概要説明

2,000人
土器や鋼鏃などの出土遺物の展示

一色青海遺跡 7月29日
稲沢市・中島郡平和 弥生時代中期の竪穴住居・建物跡などの遺構説明

250人
町 弥生時代中期の壺・甕などの出土遺物の展示

八王子遺跡 11月3日 一宮市
弥生時代中期の環濠・方形周溝墓の説明

1,000人
弥生時代中期の土器・石器などの出土遺物の展示

朝 日遺跡 11月23日 西春日井郡清洲町
古墳時代中期～後期の方墳・円墳などの遺構説明

400人
土師器・須恵器など出土遺物の展示

朝 日遺跡 3月23日 西春日井郡清洲町
弥生時代中期末～後期の方形周溝墓、前期末～中期初頭の環濠

400人
と貝層などの遺構説明
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出土遺物貸出し・提供

貸 出 先 目 的 遺 物 期 間

横浜 市歴 史 博物 館
特別 展 「弥生 の "い くさ" と環濠 集 落 一大塚 ・歳 勝

土遺 跡 の時 代 」 に展示

朝 日遺跡 く銅鐸 1 点 ・銅鏃 10点 ・打製 石 鏃 20点 ・骨

鏃 5 点 ・剣 形骨 製 品 1 点 ・木楯 1 点 ・剣 形木 製 祭 器

2 点 ・鏃 形 木製 祭 器 4 点 〉計44点

平 7 ・3 ・1
1
5 ・1

大 阪府 立 弥生 文化 博 物館 特 別展 「弥生 人 の食 卓 一米食 事 始め 」 に展 示

朝 日遺跡 く柄 付 き錨 1 点 ・鹿 角製 錯 4 点 ・骨製 ヤ ス

4 点 ・石 錘 8 点 ・魚骨 ・貝サ ンプ リン グ資料 一 式 ・

貝層 断面 転 写 1 点 〉岡 島遺 跡 く鹿 角 製釣 針 1 点 〉計

20点

平 7 ・4 ・19
l
6 ・28

斎宮 歴 史博 物 館
企 画展 「日本 の楠

ー別れ の御 柄 に よせ て」 に展 示

朝 日遺跡 く結歯 竪櫛 (赤彩 )〉 1 点
平 7 ・4 ・26
l
6 ・7

一宮 市 博物 館
企 画展 「田所 遺跡 と光明 寺

一大溝 と墳 墓 堂」 に 展示

北遣 手遺 跡 く石 鏃 5 点 ・土器 片 2 点 ・土 師 器24点 ・

須 恵器 5 点 ・白色 系陶 器 1 点 ・墨 書 山茶 碗 11点 〉

田所 遺跡 く有礼 円盤 1 点 ・多 孔銅 鏃 1 点 ・貸銭 3 点

・須 恵 器 8 点 ・土 師器 1 点 ・灰釉 陶 器26点 ・古 瀬 戸
3 点 ・磁 器 1 点 ・山茶 碗 11点 ・山茶碗 転 用硯 1 点 ・

土師 質皿 3 点 ・土 師質 鳩 片一 括 ・砥石 2 点 ・五 輪塔

3 点 〉 計118点

平 7 ・7 ・13
1
9 ・8

安城 市 歴 史博 物館
企 画展 「古 代 集落 遺跡 を掘 る

一西三 河 のム ラ と都」 に展示
室遺 跡 く墨 書 土器 〉 4 点

平 7 ・7 ・18
1
10 ・6

岐阜 県 博物 館
特別 展 「美 濃 ・飛 騨 の古 代史 発 掘 大毛 池 田遺 跡 く「美濃 」 刻 印須 恵器 1 点〉 平 7 ・9 ・10

i
12 ・10ー律 令 国家 の 時代 」 に展 示 松崎 遺跡 く製塩 復 元模 型 一式 〉計 2 点

常滑 市 民俗 資 料館 特別 展 「常滑 の赤 物 展」 に展 示

名古 屋城 三 の 丸遺 跡 .く火鉢 3 点 ・竈 1 点 〉

清洲 城 下町 遺跡 く火鉢 4 点 ・炬燵 1 点 ・蚊 遣 り2 点

・角形 火鉢 1 点〉 計12点

平 7 ・10 ・17
1
12 ・15

富 山県 埋蔵 文 化財 セ ン ター 企 画展 「米 作 りの始 ま り」 に展 示

朝 日遺 跡 く甕 1 点 ・壺 2 点 ・高杯 1 点 ・鍬 2 点 ・鋤

4 点 ・大足 1 点 ・横槌 1 点 ・石 包丁 l 点 ・鏃形 木 製

品 5 点 ・磨 製石 鏃 2 点 ・打製 石 鏃 5 点 ・大 形蛤 刃 石

斧 2 点 ・扁 平 片刃 石斧 2 点 ・柱状 片 刃石 斧 2 点 ・砥

石 1 点 ・凹石 1 点 〉計 33点

平 7 ・10 ・13
l
12 ・14

瀬 戸市 埋蔵 文 化財 セ ン ター 科 学的 胎 土分 析 のた め提 供 清洲 城 下町 遺跡 く中 ・近 世土 器鍋 破 片 〉 5 点
平 8 ・1 ・24
i
5 ・12

国立 歴 史 民俗博 物 館
企 画展 示 「動 物 との つ きあ い一 食 用か ら愛 玩 まで 」 朝 日遺 跡く弥 生時 代 の犬 の頭 蓋 骨 2 点 ・下 顎 骨 2 点 〉 平 8 ・1 ・18

l
5 ・31に展示 計 4 点

写真等資料の貸出し・提供

貸 出 先 目 的 貸 出 ・提供 資 料 期 間

横 浜市 歴 史博 物館
特 別展 「弥生 の "い くさ" と環 濠 集落

朝 日遺 跡 く銅鐸 (A 面 ) ・銅 鐸 出土 地 点全 景 ・北 居

住 区南 緑 の乱杭 ・北居 住 区南 緑 の逆 茂木 ・北居 住 区

弥生 Ⅴ ・Ⅵ期遺 構 群 ・木 製 品 6 × 7 カ ラー ポ ジ各 平 7 ・1 ・10
l
4 ・19一大塚 ・歳勝 土遺 跡 の時 代 」の 図録 に掲載 1 点 ・S Z 208を北 か ら見 る 35mm カラ ース ライ ド1

点 ・朝 日遺 跡 全景 ・木 製 品 4 × 5 カ ラー ポ ジ 1 点

・モ ノク ロ 1 点〉 計 9 点

大 阪府 立 弥生 文化 博 物館 特 別展 「弥生 人 の食 卓 一米 食事 始 め」 の 図録 に掲 載 朝 日遺 跡 く簗遺 構 検 出状 況〉 6 × 7 カ ラー ポ ジ 1 点
平 7 ・1 ・13
i
3 ・9

大 阪府 立 弥生 文化 博 物館 歴 史 シ ンポ ジウ ム記 録 第 1 集 に掲 載 朝 日遺 跡 35mm カ ラース ラ イ ド1 点

有 限会 社 地 入館
小 峰書 店 発行 『吉野 が里 を しらべ る

ー稲 作 の広 が りと戦 乱 の世』 に掲 載
朝 日遺 跡 く逆茂 木 〉 6 × 7 カ ラー ポ ジ 1 点

平 7 ・1 ・13
i
3 ・9

斎 宮歴 史博 物 館
企 画展 「日本 の桶 一斎王 別 れの 御楠 に よせ て 」 の図

録 に掲 載
清洲 城 下 町遺 跡 く横柄 〉 35mmカ ラ ース ラ イ ド1 点

平 7 ・2 ・3

2 ・24

愛 知 県総 務部 「愛知 県 史パ ンフ レ ッ ト」 に掲 載 朝 日遺 跡 く銅 鐸 出土状 況 〉 6 × 7 カ ラー ポ ジ 1 点
平 7 ・3 ・6
1
3 ・24

兵 庫 県立 歴 史博物 館
小 ・中学校 指 導 者向 け教 育 資料 朝 日遺 跡 く赤 い土 器集 合 写真 〉 6 × 7 カ ラー ポ ジ 1 平 7 ・3 ・10

i
3 ・31「兵庫 の 弥生 土 器」 に掲 載 点

株 式会 社 虜 済 堂 出版 山岸良 二 著 『争乱 の 古代 』 に掲 載 朝 日遺 跡 く逆 茂木 〉 6 × 7 カ ラー ポ ジ 1 点
平 7 ・3 ・24
1
4 ・28
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貸 出 先 目 的 貸出 ・提供資料 期 間

一宮市博物館
企画展 「田所遺跡 と光明寺一大溝 と墳墓堂」のパネ

ル及び図録に掲載

田所遺跡 く発掘状況 6 ×7 カラーポジ1 点 ・35mm

カラースライド20点 ・墳墓堂復元 C G グラフ ィック

1 点〉一一一一一色青海遺跡 く方形土壌検出状況 35mmカラ

ースライ ド1 一点〉松河戸遺跡くS K 168検出状況 6 ×
7 カラーポジ1 点〉計24点

平7 ・5 ・26
l
9 ・6

安城市歴史博物館
企画展 「古代集落遺跡 を掘る

一西三河のムラと都」の図録に掲載

室遺跡 く木樋出土状況 6 ×7 モノクロネガフィル

ム 5 点〉加美遺跡 く遠景 ・竪穴住居跡 ・竈形土器出

土状況 6 ×7 モノクロネガ各 1 点〉志貴野遺跡く35mm

カラースライド1 点〉製塩実験の様子 く35mm カラー

スライド2 一点〉計11点

平 7 ・6 ・14
i
7 ・31

東京法令出版株式会社 『ビジュアル 日本史』 に掲載
朝日遺跡 く敵を防ぐ倭人の村 (逆茂木)〉6 ×7 カラ

ーポジ1 点

平 7 ・6 ・26

7 ・30

有限会社 新別社
新人物往来社発行 『古絵図と写真で見る目本の城』 清洲城下町遺跡 く清須城中堀全景 1 点 ・出土石垣 1 平7 ・7 ・3

1
7 ・31に掲載 点 ・出土桐紋瓦 2 点〉モノクロプ リント計 5 点

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館
特別展 「朝 日遺跡への招待」 ポスター及びパンフレ

朝 日遺跡 く全景空撮写真 4 ×5 カラーポジ2 点 ・

竪柄 ・木製品 4 ×5 モノクロネガ各 1 点 ・柄付 き
平7 ・8 ・9

ット 「朝 日遺跡II」に掲載
錨 ・かんさし ・牙製首飾 り 6 ×7 モノクロ不ガ各

1 点 ・弥生ブタ 6 ×7 カラーポジ 1 点 ・装身具

35mm カラースライ ド1 点〉計 9 点

l
10 ・31

徳島県埋蔵文化財センター

開館記念シンポジウム

「弥生の精華一鋼鐸に迫 る」のパネル及び参考資料

に掲載

朝 日遺跡 く銅鐸出土状況〉35mmカラースライド1 点
平7 ・8 ・21
t
8 ・31

株式会社 至文堂 『日本の美術』「貝塚 とその出土品」に掲載
朝 日遺跡 く骨角器 撮影〉清水遺跡 く亀出土状況〉

35mm カラースライ ド1 点

平7 ・9 ・13
t
11 ・ 2

愛知県社会科教育研究部 浜島書店発行 「はばた く大愛知
朝 日遺跡 くパ レス式土器〉カラープ リント1 一点

平7 ・9 ・l
l
9 ・31尾張部会 ー歴史の中の愛知」に掲載 (社会科副読本)

雄山閣出版株式会社
『季刊 考古学』第53 号

名古屋城三の丸遺跡 く調査区全景 ・植木鉢出土状

態 6 ×7 モノクロネガ各 1 点 ・瓦葺 き建物等調査 平 7 ・8 ・30
「特集 ・江戸時代の発掘 と文化」に掲載 区遠景 空撮写真 1 点 ・6 ×7 モノクロネガ 2 点〉

計 5 点

～

富山県埋蔵文化財セ ンター 企画展 「米作 りの始 まり」の図録に掲載
朝 日遺跡 く逆茂木検出状態 ・乱杭検出状態 ・環濠東

部の状態〉 6 ×7 カラーポジ計 3 点

平 7 ・10 ・3
i
12 ・12

明治大学考古学博物館 企画展 「日本考古学50年の足跡」のパ ネル 朝 日遺跡 く逆茂木検出状態〉 6 ×7 カラーポジ1 点
平7 ・10 ・20
l
ll ・10

春 日井市教育委員会 企画展 「壬申の乱と白鳳寺院」の図録 に掲載

勝川遺跡 く素文緑複弁八弁蓮華文軒丸瓦 ・珠文緑複

弁八弁蓮華文軒丸瓦 ・重弧文鬼瓦 ・三重弧文軒平瓦

・扁行唐草文軒平瓦〉計 7 点

平7 ・10 ・18
l
11 ・2

西春日井郡教育振興会 小学 6 年生の冬休みの 日誌の裏表紙に掲載
朝 日遺跡 く銅鐸 ・銅鐸哩納坑 の遠景〉 6 ×7 カラー

ポジ計 2 点

平7 ・10 ・3 1
i
11 ・20

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館 常設展示パネル作成
朝 日遺跡 く梁 ・環濠全景 ・玉造 り工房〉 6 ×7 カラ

ーポジ 2 点

平7 ・10 ・3 1
i
ll ・20

守山市立埋蔵文化財センター 特別展 「弥生時代の巨大集落」のパネル
朝 日遺跡 く朝 日追跡調査風景〉6 ×7 カラーポジ 5

点

、lモ7 ・11 ・10
i
11 ・20

名古屋市博物館 ビデオ作品撮影 名古屋城三の丸遺跡 く土層転写資料 (堀断面)〉 平7 ・12 ・6

雄山閣出版株式会社 『全国古墳編年集成』に掲載
週間遺跡 く線刻人面土器〉山中遺跡 くS 字甕〉朝 日

遺跡 くS 字甕〉計 3 点

平7 ・11 ・20
l
12 ・20

幡豆郡吉良町教育委員会 『吉良町史 原 始 ・古代 ・中世』に掲載

牛 ノ松遺跡 く牛 ノ松遺跡周辺の地質図〉朝 日遺跡 く朝

日遺跡復元図〉週間遺跡 く前方後方形墳丘墓図〉下

山古墳 く組み合わせ式石棺出土古墳等分布図〉森岡
遺跡 く周辺遺跡位置図〉西上免遺跡 く現地説明会資

料〉室遺跡 く大型木樋を伴った灌概施設の構造〉計

8 点

平7 ・12 ・13
l
8 ・3 ・31

幡豆郡吉良町教育委員会 『吉良町史 原始 ・古代 ・中世』に掲載 淡洲神社北遺跡 く石帯〉報告書か ら転載 1 点

株式会社 至文堂 『日本の美術』「古代の農具」に掲載
朝 日遺跡 く鍬 3 点 ・鋤 2 点〉報告書から転載 計 5

占
J・lヽ

長野県立歴史館
ブックレット 「信濃の風土と歴 史②

原始時代のシナノ」に掲載
朝 日遺跡 く逆茂木出土状況〉 6 ×7 カラーポジ1 点

、F 7 ・8 ・5
i
1 ・31

株式会社 講談社 「歴史発掘」に掲載 朝 日遺跡 く鋼鐸〉 4 ×5 カラーポジ1 .点
平8 ・1 ・22
l
2 ・29

朝 日新聞社 「アサヒグラフ」に掲載 朝 日遺跡 く全景空撮写真〉 4 × 5 カラーポジ 1 点 平8 ・1 ・29
i

開市教育委員会 『新修 関市史』通史編 1 に掲載
西上免遺跡 く前方後方墳全景写真〉モノクロプ リン

ト1 点

滋賀県立安土城考古博物館
特別展 「弥生時代の墓制 (仮題)」ポスター ・図録等

朝 日遺跡く大型方形周溝墓付近 35カラースライド1

点 ・空撮写真プ リン ト1 点〉週間遺跡 くS Z Ol東か 平8 ・2 ・5
に掲載 ら ・S Z Ol ・S Z O2 35カラースライド1 点 ・6 ×7

カラーポジ1 一点〉計 4 点

l
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検討会

開催日 内 容

第60回 95・4・16 「平成6年度下半期発掘調査成果報告」

1・門間沼遺跡

2.西上免遺跡

3.大毛池田遺跡

4.大毛沖遺跡

第61回 95・5.16 「調査研究におけるパソコンの利用について」

1.関西におけるパソコン利用状況

2.98シリーズ(W indows)の紹介

3.DTPについて

第62回 95.6.16 円通寺古墓現場検討会

第63回 95・7・14 1.奈文研研修「遺跡探査」課程参加報告

2・大毛遺跡研究会

・近世前期の文献史料からみた尾張北部について

・大毛池田遺跡について

・大毛沖遺跡について

第64回 95・9.14 1・分析用サンプルの採取手順とその留意点

2.地震痕の見方

第65回 95.11・16 「平成7年度上半期発掘調査成果報告」

1・西上免遺跡

2・八王子遺跡

3.一色青海遺跡

4.円通寺古墓

5.NA -335号窯跡

第66回 95.12.15 埋蔵文化財写真(野外編)-朝日遺跡にて-

第67回 96.1・16 土器作り

第68回 96.2.16 平成8年度刊行予定報告書概要報告会

第69回 96・3.15 「平成7年度下半期発掘調査成果報告」

1・NA-335号古窯跡群 7.毛受遺跡

2・清洲城下町遺跡 8・東新規遺遺跡

3.朝日遺跡 9.馬引横手遺跡

4.大縄遺跡 10.門間沼遺跡

5.一色青海遺跡 11.大毛池田遺跡

6.八王子遺跡 12.田所遺跡

シンポジウム事前研究会

開 催 日 内 容

第 1 回 5 月2 6 日 自然環境 I 「植 物珪酸体」

「大型植 物遺体」

第 2 回 7 月2 1 日 自然環境 II 「花粉化石 による古環境の復元 」

名城大学 助教授 吉野道彦

「昆虫 ・珪藻化石 による古環境 の復元 」

県立 明和 高等学校教諭 森 勇一

第 3 回 ・ 1 0月1 1 日 食生活復元 「動物」

国立歴 史民俗博 物館助教授 西本豊弘

「貝層」

「炭化米」

第 4 回 1 1月2 1 日 モ ノの移動 「石器の移動」

「土器の移動」
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